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　小城高校黄城会会報黄城（通算４１号）の巻頭特集「黄城人」は現在大阪大学名誉教授・龍谷大

学法科大学院教授・法学博士であられる末永敏和さん（高校１８回）の登場です。今年５月２日に

小城高校で開校記念の一貫として行われた記念講演の内容です。題して「ものの見方、聞き方、

考え方」これまでの体験に基づいた講演内容をじっくり読んでみませんか。
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一　はじめに
　皆さんこんにちは。私は今年の３
月３１日で大阪大学を定年で退官しま
して今は京都にあります龍谷大学と
いうところでやはり法律を教えてお
ります。弁護士も一応登録はしてお
るんですが、あんまり実際的な活動
はしておりません。小城高校を卒業
してもう４５年になります。定年を迎
えて昔を振り返って皆さんの将来に
私の教師生活の経験を役立てて頂き
たいというのが今日のこの講演の趣
旨だろうと思ってお話を用意致しま
した。

二　学習の仕方、内容など
１　ものの見方
　今日の話は「ものの見方、問い方、
考え方」であります。要するに、見
る・問う・考えるというのは「学ぶ」
あるいは「学習」ということです。学
問をするということはどういうこと
かということをちょっとだけ私の経
験からお話します。
　まず、「見る」ということは理解す
ること、いろんな考え方を知るとい
う事、あるいはいろんな角度から物
事を理解・把握するという事です。
理解の仕方はいろいろあります。皆
さんは一つしかないと思うかもしれ
ませんが、いろんな見方がありま
す。ともかく人間というのは環境に
左右されて生きていますので、なか
なか環境から解き放たれて客観的に
見るということが難しい。自分の経
験からでしか見られないのでして、
そこをいかに離れて見られるかとい
うことです。
　自分を離れてみるためにはどうし
たらいいかと、第１は比較的に見る
ことです。つまり世界と比較すると
いうことが重要です。後進国であっ
た日本の明治時代には当時の先進国
であるヨーロッパとかアメリカの人
を呼んできた「おやとい外国人」と
いうのがいまして、例えば「少年よ、
大志をいだけ」という言葉で有名な
クラーク博士のような優秀な人がた
くさん来たんです。その人たちから
学びました。

　２番目は歴史的に見ることです。
昔はどうだったのか。つまり昔から
今はどういう風に変わってきたかと
いうことを学ぶということも重要で
あります。歴史は繰り返すとも言い
ますし、また歴史は進歩するとも言
うわけで、昔から現在までを学ぶこ
とは将来を予測することに非常に役
に立ちます。
　３番目にマクロ的そしてミクロ的
に見ることです。大きな目で見ると
いうことと逆に小さく見ることの両
方とも必要なんです。ビッグバンと
いうのはほんの小さな点から宇宙が
始まるという考え方で、小さい点か
ら爆発して今物凄く遠く何十億光年
まで宇宙は拡がってます。つまり小
さなものを見るということは結局大
きなものを見るということと結局つ
ながるということなんです。だから
やっぱり大きく見るということと小
さい事を見るということは両方とも
非常に重要であるということです。
　４番目に、世の中にはいろいろな
ことが起きているので、そのたくさ
んの事例を見ることです。この方法
をケース・スタディーというんです
が、経営学とか法律学でも昔とか今
の例をたくさん見るというのがケー
ス・スタディーでして、当面のこと
はそれを当てはめて見ればだいたい
のことは解ります。みなさんはそう
いうことで毎日、外で何が起きてい
るか、新聞を読んだり雑誌を読んだ
りすることが非常に重要です。
　このように理解の仕方が４つ位あ
りますが、その見る基礎に「コモン
センス（教養）」があればさらによく
見えます。教養があったらより深く

物事を見ることができるということ
でありまして、アメリカの大学は、
大学の学部のうちは教養ばかり教え
て、これを「リベラル・アーツ」と
いうんですが、専門的な事は大学院
で勉強します。今の日本もだんだん
そうなっています。というように学
問はだんだん細かく深くなっている
んですけど、その基礎に教養がない
とそういうことが充分に学べないと
いうことです。
２　問うということ
　それから次に「問う」ということ
は要するに疑問をもって物事を見
る、批判的な精神をもって見るとい
うことなんです。「なぜ」そうなの
か？つまり、「なぜ、なぜ、なぜ…」
と問うていくことが必要なんです。
そしたら理由が分かってより理解が
深まるということです。
３　考え方
　「考える」ということは、考えてど
れがいいかな～ということを検討し
て、結論を導き出すことです。その
結論を出す課程を「価値判断」とい
いますが、要するに価値判断という
のは一番悪いこと、してはならない
こと、まあしても良いだろう、最後
は特にしたほうがいいだろうという
ように序列をつけることです。この
価値判断は重要でこれが考えるとい
うことです。また考えて人によって
いろんな答えがあるという事も知っ
ていただきたいということでありま
す。つまり答えは一つとは限らない
んです。まぁみなさんは受験勉強中
でまだ今答えはひとつしかないと考
えているかもしれないけれども、こ
れから生きていく上でいろいろな答
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えがあるということに段々気が付く
と思います。つまり、答えは一つと
は限らないのでそれぞれが新しい答
えを求めて勉強するということが学
問です。大体世の中の進歩というの
は少数説から始まります。少数説が
段々受け入れられて多数説になって
世の中が進歩する。同じことをやっ
ていたのでは遅れてしまう。日本も
たえず技術革新をしているのと同じ
ように、今までと同じことをやって
いても全然世の中進歩しないという
ことですね。例をあげると、この地
球という大地は動かないように見え
ます。昔の人は天が動いていると
思っていたわけです。地は動いてな
いと思っていたんですが、動いてい
るのは天ではなくて地球なんだと初
めて言ったのがコペルニクスです。
そういう具合に全然人が思わない事
を言うということが重要です。それ
で世の中ガラリと変わるということ
なんです。
４　失敗の重要性
　ということでまぁその新しいこと
を考える場合にはどうしても失敗と
いうのはあるわけでして、試行錯誤
を重ねて良い物が出来ていく。とい
うことでありまして、失敗を恐れな
いということが重要です。何事も
やってみないとわからない、だから
やりましょう飛びましょう。失敗を
してもいいんです。失敗から何か学
べばいい訳です。だから失敗を沢山
重ねた人ほど成功しているともいえ
ます。だから失敗をおおいにしま
しょうということであります。そう
いう意味で失敗したからあの人ダメ
だっていうんじゃなくて失敗してい
るからあの人はたくさん経験を積ん
でいる、だから尊重するというよう
な世の中が進歩する。つまり失敗し
たから減点するのではなくて少し良
いことしたから加点するというよう
に減点主義から加点主義へと世の中
を変えていかなきゃいけないという
ことであります。
５　学ぶ目的
　なんの為に学ぶのでしょうか？こ
れは要するにみなさん高校あるいは
大学までいってその後社会にでるわ
けですから、社会に出ていける為の

手段つまり生き方を身に着けるとい
うことが学ぶ目的であります。それ
は単に各科目を勉強するということ
だけではなくて社会常識・コモンセ
ンスやマナーとかを身に着けて、人
間性を磨くということも重要です。
挨拶をする、礼儀正しくする、公共
マナーを守るということは、みなさ
んこれから社会に出て行って、ある
いは世界に出て絶対必要な事です。
ルース・ベネディクトの「菊と刀」
という本がありますけれども、西洋
は罪の文化、それは罪だからしない
ということで自分を律している。け
れど日本は恥の文化といわれてま
す。こうすることは世間の恥なんだ
ということでやらない。それはそれ
でいい文化だと私は思います。この
前の地震の時に日本人は非常に冷静
に行動したと世界の人から称賛され
ております。ということで、理由は
ともかくやはり礼儀をわきまえると
いうことは重要であるということで
す。
６　何を学べばいいか
　世の中に出ていく為にどういうこ
とを学べばいいかということです
が、昔の寺子屋の時代あるいは明治
時代には、読み、書き、そろばんと
言われたんだけれども、読み書きそ
ろばんを現在にあてはめるとそれは
何かといいますと、私は現代は情報
化社会と言われる世の中で英語、コ
ンピュータ、それから簿記会計だと
思います。最後の簿記会計ですが、
中田英寿という人を知っています
か？サッカーで世界的に有名な人で
すね。彼が何を今勉強したいかと聞
かれてやりたいと言ったこと、簿記
をやりたいと、彼はやっぱり賢いで
すね。簿記をやれば世の中の経済
や、ある会社なり団体なりがうまく
いっているのかどうかってのがわか
るんです。
７　皆さんの将来と生き方
　皆さんはこれからあと６０年以上は
生きていくだろうと思うんですけ
ど、その将来を生き抜くにはどうい
うことを学べばいいかということで
す。それはまず日本と世界が今どう
なっているかということを学ぶ必要
があります。皆さんの生活は実は世

界と繋がっているんです。皆さんの
服あるいは食べ物は、日本製のもの
ではないのが半分以上です。そのよ
うにみなさんの身の回りから考えて
も世界と繋がっているということが
わかります。要するに世界を常に意
識するというのが１番目です。
　２番目はその日本と世界で今どん
な問題があるだろうかということを
知る必要があります。日本は明治時
代あるいはその前からいろいろな事
が重なって今の日本があるんです。
その間にいろいろな問題が生じてい
ます。例えば今の日本では少子高齢
化、つまり皆さんのような若い人が
少なく年寄が増えてきた。それから
経済格差の問題がある。貧乏人と金
持ちに分かれてきている。それから
環境問題がある。そして平和の問題
がある。たくさん問題があるがそう
いう問題の多くが日本が世界に先駆
けて発生しています。東大の学長が
「課題先進国日本」といいました。だ
から課題が多いだけに学ぶこととい
うかこれからやらなきゃいけないこ
とがたくさんあるということがわか
るんです。だから課題の多い日本で
勉強するということが重要であっ
て、それを勉強する場が大学である
ということですので、みなさんは大
学に行ってその課題に挑戦していた
だきたいということであります。そ
れから日本は世界と繋がっていると
いうことで１回日本を出て世界を見
てみるということも重要です。そう
すると日本が見えてくる。また世界
の人に日本の事を教えなきゃいけな
いから日本の事を勉強しなきゃいけ
ないという気持ちになる。そういう
ことも重要です。
８　人ために役に立つこと
　あなた方はこれから世の中に出て
いくわけですが、やっぱり人の為に
役に立つことをやって生き甲斐を見
出してもらいたいです。人間という
のは一人では生きられない、皆さん
でお互い支えあって生きなきゃいけ
ない時代というか社会です。そこで
は他人を思いやる精神が必要です。
つまり他人の身になって考えるとい
うことが必要であるということで
す。
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　どうしても人間は自分を中心に考
えるんですけども、自分がその人
だったらどう考えるだろうかという
ことをいつも思っていただきたい。
どれだけ自分を離れて考えられるか
ということはその人が成熟している
かのものさしになります。
　それからどれだけ他人の為に役に
立つかということを考えて職業を選
びましょう。その為には世の中はど
ういう仕組みになっているかという
ことを学ぶことが必要であるという
事であります。
９　競争社会について
　皆さんは今受験勉強をしていると
いうことはやはり競争の世の中で生
きているということの証拠ですよ
ね。皆さんは受験という競争をして
いる。これを社会の問題として考え
てみましょう。日本や世界の大半は
市場経済社会です。そのような社会
では競争が柱となっています。そこ
で、何のために競争するのかという
ことなんですが、これはやっぱり競
争することによっていいものが出て
くるから競争というのがあるという
ことです。だからその競争は公平に
行わなければいけない。ルールに
従って行う必要がある。だから受験
競争でいえば、不正をしてはいけま
せんよ、カンニングしてはいけませ
んよと皆さん言われる。けど逆に考
えると競争であれば勝つ人もいれ
ば、やっぱり負ける人も当然でてく
るわけですから、負ける人のことも
考えなければいけないということで
すよね。負けた人を救う手段をセー
フティーネットというんですけれど
も、そういうことも考える必要があ
るということであります。また、競
争するにしても役に立ついい物を作
るということが競争の意味ですから
人の事を思いやらなければいいもの
はできないということですね。人に
とって役に立つものを作ろうと、つ
まり人の為にということをいつも考
えるということが必要でありまし
て、それが結局、競争に勝つという
ことに繋がるんです。情けは人の為
ならずという言葉がありますが、情
けを人にかけるということは結局ま
わりまわって自分の為になりますよ

という意味で競争もそうです。人の
為に役に立つかということを考える
ということは結局自分の為になるん
です。
１０　趣味を持つこと
　そういう具合にちょっと世の中だ
んだん厳しくなってきているんです
けども、そしてそれが明白になって
きているんですけれども、一方で競
争競争で明け暮れたら疲れます。そ
れでは疲れないで長くやっていくに
はどうしたらいいか。そのためには
気分転換する、趣味を持つというの
が必要であります。ということで頭
の転換の為に趣味を持つということ
ですが、逆に趣味をもつ中で新しい
事が生まれる、新しい発想も出来る
ということであります。世界保健機
構（ＷＨＯ）の憲章で健康とは肉体
的な健康だけでなく精神的な健康も
含むといっています。肉体的に健康
ということと精神的に健康、両方健
康に保つということですね。これが
重要です。あまり悲観的にならな
い、将来開けるかもしれないと楽観
的になりましょう。そういう意味で
スポーツをしたり、芸術、音楽を聴
くとか映画を見るということも重要
であるということですね。
１１　挑戦する人生、楽しい人生
　それから人生一度限りですが、８０
年以上長い世の中人間を送らなきゃ
いけない。その一度しかない人生を
意義のある人生にしようではありま
せんか。つまり何回でも挑戦する、
失敗を恐れない、また失敗したらや
り直すことです。皆さん若いんです
から、何度でもやり直しはききま
す。挑戦する、まず跳んでみるとい
うことが必要です。また苦しいこと
も苦しいと思わないで楽しい気分で
やりましょう。私はずっとその気持
ちで今までやってきました。苦痛と
思えばなかなか続きません。やっぱ
り何か成果を出すためには３年位頑
張らないと成果はでないので、だか
ら続けることが必要だと思います。
石の上にも三年という言葉がありま
すが、続ける際に苦痛と思って続け
るとこれは続かないから、楽しいと
思って続けるということが必要であ
るということですね。

三　終わりに
　私は４年前に一度ここでみなさん
の先輩に話をしたことがあります。
その時に小城高校の目標は「オン
リーワン教育」であるということを
聞いて、確かにひとりひとりの個性
を大事にするというオンリーワン教
育というのは非常に大事なことであ
るということで世界に一つだけの花
という歌があるねと言って唄いま
しょうといってはしごをはずされて
私１人が歌うはめになってしまいま
した。ただ、オンリーワンというこ
とは非常に大事なことであるんだけ
れども、皆さん若いんだからオン
リーワンだけでなく「ナンバーワン」
も目指しましょうと言いました。ナ
ンバーワンになってほしいと言った
ら小城高校野球部がその年の秋の県
の野球大会でナンバーワンになっ
て、九州の高校野球で３位になって
その翌年の選抜高校野球に出まし
た。そういうことで前の講演は非常
に印象に残っています。私は皆さん
に幸せをもたらす男でありたいと
思っております。今回のこのお話が
これからの皆さんの幸せにつながれ
ばいいなぁと思ってこの講演を終わ
りたいと思います。どうもみなさん
ありがとうございました。
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末永　敏和（６４歳）
小城高校　昭和４０年度卒（高１８回）
・昭和４６年３月　京都大学法学部法学
科卒業
・昭和４８年３月　京都大学大学院法学
研究科民刑事法専攻修士課程修了
・昭和５０年３月　京都大学大学院法学
研究科民刑事法専攻博士課程退学
・現在　大阪大学名誉教授・龍谷大学法
科大学院教授・法学博士
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　平成２３年度を迎え、全国各地の会
員の皆様におかれましては、益々ご
清栄のことと拝察申し上げます。
　小城公園は、春の桜・ツツジの花
から、楠の若葉が輝く初夏の季節と
なっています。小城高校内の大楠も
若葉で覆われた枝を伸ばし、何時も
のどっしりとした姿を見せていま
す。
　恒例の黄城会総会は去る５月３日
小城公園はツツジの花が咲き誇るな
か、母校小城高校の体育館で盛大に
開催されました。去る３月１１日の東
日本大震災後のことではありました
ので、この大震災で亡くなられた
方々のご冥福を祈念して参加者全員
で黙祷を捧げました。そして、被災
された方々の一日も早い元気回復と
復興を祈念して、会場で募金活動な
どが行われました。
　今年度の実行委員は高校３８回卒の
方々が務められ「～道～未来へと続

く黄城の道、受け継がれる黄城の
心」のスローガンのもと、北島清孝
実行委員長を中心に「黄城の集い」
「アトラクション」（揚琴演奏、子供
民謡、小城高吹奏楽）と充実した展
開をされ、最後の「上を向いて歩こ
う」「ふるさと」の全員による合唱は
心に響くものでした。
　恒例の「饅頭会」は次期実行委員
である高校３９回卒の方々によって楽
しく催され盛会でした。
　黄城会所蔵の「朝日」について報
告します。作者青木繁の没後１００年
を記念して、久留米の石橋美術館が
中心となり本格的な作品展が企画さ
れ、「朝日」は青木の最晩年の作品と
して出品を求められました。今回の
展示は、青木の作品を一堂に集め、
去る３月から久留米の石橋美術館を
最初に開催され、次いで５月から京
都国立近代美術館、最後に７月から
東京のブリジストン美術館と３か所

で移動展示がなされます。最寄りの
会場で青木の他の作品と共に「朝日」
をご覧いただくことをお薦めしま
す。
　さて、黄城会本部、各支部、各回
期の活動の様子を出来るだけ広く
知っていただく手立てとして、本部
のホームページを昨年１０月に新しく
いたしております。ご意見、情報を
いただきながら充実して参りたいと
思いますのでよろしくお願いしま
す。
　関東支部におかれては、昨年８月
「関東黄城会報」を創刊され、益々支
部活動発展の契機となるものとして
お喜び申し上げます。今後とも活発
な活動を期待いたしております。
　最後になりましたが、会員の皆様
のご健勝と東日本大震災の一日も早
い復興を、この黄城の地から祈念い
たします。

 将来に向けて

黄城会会長　岩松　要輔

１、学力・進路実現について
　現在の生徒諸君に接した私の率直な印象
は、明るく礼儀正しく真面目な生徒諸君であ
るということであります。まず、落ち着いた
小城高生としての立ち居振る舞いができるこ
とに安心しました。その出発点を踏まえて、
授業に集中して臨み、将来の進路を考えなが
ら日々の学習と部活動とに集中して取り組
み、知・徳・体の調和のとれた人物となり、
その結果として、将来の夢、希望する職業と
いう進路実現に繋がるようにしたいと考えて
おります。
　具体的に、平成２３年度大学入試等の結果に
ついて報告します。国公立大学合格者数は延
べ８９名、私立大学合格者数は延べ２３４名、短期
大学延べ１４名、文科省外大学校１名、高等看
護学校延べ６名、医療系その他の専門学校延
べ４８名、公務員を含めた就職４名という結果
であります。その中でも、難関大学では九州
大学は１名でしたが、大阪大学にも合格者を
出すことができました。また広島大学には６
名の合格者を出しております。今年度のセン
ター試験の平均点が上昇し、二次で相当の努
力が必要な状況にあったのですが、よく難関
にも挑戦し、例年と遜色ない結果を出してい
ます。私立大学では、指定校推薦枠を含めて
明治大学・同志社大学・立命館大学といった
関東関西方面の難関大学に合格し、九州地区
では福岡大学に６３名の合格者を出しておりま
す。一方で近年の就職状況の厳しさを反映し
て、高等看護学校等の専門性を身につける分

野に進む諸君にも厳しい関門でした。厳しい
状況の中で、例年と変わらず希望進路実現が
達成できているのは、第一に生徒諸君の真面
目な努力があってのことであります。それと
同時に、本校の先生方の寸暇を惜しまぬ熱心
な指導、そしてご家庭のご協力、同窓会、地
域のご理解とご支援があるお陰と存じます。
本当に有り難うございます。
２、部活動・生徒会活動について
　部活動や生徒会活動でも生徒諸君の地道で
真面目な取り組みが成果を出しております。
文化部では特に書道部と吹奏楽部の活躍が
光っております。書道部は、たくさんの大会
で優れた賞を受賞しておりますが、全国レベ
ルでの成果として全日本高校書道コンクール
で上野明音さんが部門最高賞、陣内愛さん・
野崎千里さん・山口亜祐さん・原口ゆり子さ
ん・池上綾佳さんが準部門最高賞を受賞、団
体賞として全国優秀校としての表彰を受けて
おります。吹奏楽部は佐賀県吹奏楽大会で金
賞を受賞、合唱コンクール県予選で金賞を受
賞し、九州合唱コンクールでも銀賞に輝いて
おります。このほか、美術部・放送部等でも
県レベルで多くの受賞が続きました。
　体育部では、まず第一に柔道部の活躍が上
げられます。女子は県高校総体での団体優
勝、坂井友美さん・永田翼さんの個人優勝、
インターハイに出場した中で坂井さんは第３
位にも入賞し、佐賀県スポーツ賞も受賞して
います。女子は県新人柔道大会・全国高校選
手権佐賀県柔道大会でも優勝しました。男子

も全国高校選手権県大会で２人が入賞し、九
州レベルでの活躍をしております。ソフトテ
ニス部は、男子が県高校総体で３位入賞、女
子は高校新人大会で同じく入賞し九州大会へ
本田七海さん・新川真美さんが出場する活躍
をしています。バドミントン部は県総体・県
新人大会で３位入賞し、高木俊充君は個人優
勝をしました。学校外の社会体育分野で、空
手で島隆聖君・田中宏樹君が全国・九州選抜
大会への出場を果たす活躍をしております。
剣道部女子は春季大会で第３位入賞、弓道部
は県高校総体で男子が団体２位女子が個人で
２位の成果を上げています。今年度４月以降
でも、例えば野球部はＮＨＫ杯出場を勝ち取
りました。その他の部活でも、知力・体力・
精神力を鍛えつつあり頼もしい限りです。
　生徒会・水曜会の諸君も積極的に活動し、
高校生としてのマナーアップ・ルール遵守の
態度を自発的に高める活動に取り組んでいま
す。東日本大震災に際して校内外での募金活
動はもとより、工夫をした校内放送をして自
主性を育む働きかけをしています。
３、「文武一途」を旗印に、社会貢献できる人
材の育成に邁進する
　校長室に掲げられた明治時代の書聖中林梧
竹翁の「文武一途」の扁額にふさわしい活躍
を、母校の生徒諸君が続けられるよう、今後
もご声援をよろしくお願いします。高校２３回
卒としての自重と責任を持って職を全うした
いと思います。よろしくご叱正ください。

 母校の近況

学校長　内野　安成
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平成２２年度合格状況
【国立大学】京都工芸繊維大学１／
大阪大学１／和歌山大学２／広島大
学６／島根大学３／山口大学４／九
州工業大学１／九州大学１／福岡教
育大学２／佐賀大学２６／長崎大学５
／熊本大学３／大分大学３／宮崎大
学５／鹿児島大学４／琉球大学１
【公立大学】広島市立大学１／山口
県立大学２／下関市立大学２／北九
州市立大学３／福岡女子大学２／長
崎県立大学１１／宮崎公立大学１
【私立大学】国際医療福祉大学２／
國學院大学２／芝浦工業大学１／日
本大学１／明治大学１／京都産業大
学１／同志社大学１／立命館大学２
／近畿大学５／梅光学院大学２／九
州共立大学１／九州産業大学５／久
留米大学３５／西南学院大学４／筑紫
女学園大学１１／中村学園大学９／福
岡大学６３／福岡工業大学１４／福岡女
学院大学３／西九州大学１１／活水女
子大学１／長崎国際大学１／熊本学
園大学４／日本文理大学１／立命館
アジア太平洋大学４／宮崎国際大学
３／千葉工業大学７／宇部フロン
ティア大学４／その他の大学３５
【短期大学】私立短期大学１４
【その他】文科省外大学１／高等看
護学校６／医療系専門学校５／その
他専門学校８／就職４

平成２２年度部活動の成績
【運動部】
１．柔道部
○第48回佐賀県高等学校総合体育大
会／女子団体優勝（九州・全国大
会出場）／女子　48㎏級　第３位
　酒井あかり／63㎏級　第１位　
坂井　友美（九州・全国大会出
場）／第２位　篠原　千穂（九州
大会出場）／70㎏級　第１位　永
田　翼（九州・全国大会出場）／
第２位　永田　睦（九州大会出

場）／78㎏級　第２位　笹川絵里
子（九州大会出場）／男子 100㎏
級　第３位　大坪　一輝
○平成22年度全国高等学校総合体育
大会／柔道女子63㎏級　第３位　
坂井　友美
○平成22年度佐賀県高等学校新人体
育大会柔道競技大会／女子団体優
勝／男子　73㎏級　第２位　土井
　康孝／81㎏級　第２位　宮崎　
雅也／100㎏ 超級　第３位　大坪
　一輝／女子　48㎏級　第１位　
酒井あかり／63㎏級　第１位　篠
原　千穂／70㎏級　第１位　永田
　睦
○第33回全国高等学校選手権佐賀県
柔道大会／女子団体　第１位／女
子　63㎏級　第１位　篠原　千穂
／70㎏級　第１位　永田　睦／男
子　60㎏級　第２位　吉田　和司
／73㎏級　第３位　土井　康孝／
81㎏級　第２位　宮崎　雅也

２．バドミントン部
○第48回佐賀県高等学校総合体育大
会／男子団体第３位・女子団体３
位／男子シングル第３位　高木俊
充（九州大会出場）
○第29回全日本ジュニアバドミント
ン選手権大会／ＪＯＣジュニアオ
リンピックカップ県代表ジュニア
の部男子シングルス出場　高木　
俊充
○第35回佐賀県高等学校生徒バドミ
ントン競技学年別大会／第１学年
男子シングルス３位　富永　健太
／第１学年女子シングルス３位　
古川　祐衣／第２学年男子シング
ルス２位　高木　俊充
○平成22年度佐賀県高等学校新人体
育大会バドミントン競技大会／男
子団体第３位／女子団体第３位／
男子ダブルス　第３位　高木　俊
充・今泉　佑貴／男子シングルス
　第１位　高木　俊充
３．ソフトテニス部

○Ｈ22年度春季佐城地区高等学校大
会／女子団体３位
○第48回佐賀県高等学校総合体育大
会／男子団体３位
○Ｈ22年度秋季佐城地区高等学校大
会／女子団体３位／男子個人３位
　佐々木流成・天山　弘覚
○平成22年度佐賀県高等学校新人体
育大会ソフトテニス競技大会／女
子団体３位／個人ベスト８位　新
川　真美・本田　七海（九州大会
出場）
４．水泳部
○第48回佐賀県高等学校総合体育大
会／女子100ｍ自由形第２位　久
我桃子
○第58回全九州高等学校水泳競技大
会佐賀県予選／女子100ｍ　自由
形　第１位　久我　桃子（九州大
会出場）／女子 50ｍ　自由形　
第１位　久我　桃子（九州大会出
場）
○平成22年度全九州高等学校選手権
新人水泳競技大会／女子50ｍ　平
泳ぎ・女子100ｍ　平泳ぎ出場　
松尾麻友香
５．剣道部
○平成22年度第45回佐賀県高等学校
春季剣道大会／女子団体第３位
○平成22年度第７回佐賀県高等学校
剣道大会　兼　第20回全国高等学
校剣道選抜大会県予選／女子団体
第３位
６．弓道部
○第48回佐賀県高等学校総合体育大
会／女子個人第２位　山田　瑞紀
（九州・全国大会出場）

合格だ！優勝だ！平成２２年度
学業報告・部活動の成績

ソフトテニス部
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７．陸上部
○ジュニア春季陸上記録会／100ｍ
第３位　西村　優人／800ｍ第３
位　北島美也子
○第45回国見台陸上競技選手権大会
／共通女子800ｍ　第３位　北島
美也子
○第48回佐賀県高等学校総合体育大
会／女子 1500ｍ　 第６位　北島
美也子（北九州大会出場）／男子
　100ｍ 　第 ４ 位　西 村　優 人
（北九州大会出場）／男子　200ｍ
　 第５位　西村　優人（北九州
大会出場）／男子三段跳び　第５
位　中村　拓郎（北九州大会出場）
８．社会体育
○平成22年度佐賀県高等学校新人体
育大会空手競技大会／男子個人形
　優勝　島　隆聖
○第20回九州地区選抜空手道選手権
大会／高校男子　形の部　第２位
　島　隆聖

【文化部】
１．吹奏楽・合唱部
○第65回九州合唱コンクール佐賀県
予選／金賞　団体吹奏楽・合唱部
　九州大会出場
○第65回九州合唱コンクール／銅賞
　団体吹奏楽・合唱部
○第51回佐賀県吹奏楽大会／金賞　
団体　吹奏楽部
２．書道部
○第16回九州高文連沖縄大会書道部
門　揮豪（きごう）大会／第３席
　陣内　愛
○第35回佐賀県書作家協会展高校生
の部／新鋭賞　陣内　愛／特選　
　野崎　千里・山口　亜祐／奨励
賞　成住　美咲・塚田　愛梨・野
方　理沙・平　由宇／秀作　古賀
　春香・貞松めぐみ・辻　千恵・
原口ゆりこ

○第38回佐賀県書道教育連盟主催七
夕書道展／ＪＡ共済連佐賀賞　山
口　亜祐／特選　成住　美咲・永
田　唯華／秀作　塚田　愛梨・平
　由宇・光石　夏澄・夘野木杏
奈・大崎　美和
○第11回高校生国際美術展　書の部
／奨励賞　成住　美咲
○四国大学主催全国高校書道展／大
賞　夘野木杏奈／特選14名／準特
選７名
○第９回岐阜女子大学全国書道展／
準大賞　成住　美咲・陣内　愛・
野崎　千里／優秀賞６名／秀作６
名／努力賞７名
○第21回中林梧竹翁顕彰席書大会／
梧竹大賞　塚田　愛梨／梧竹顕彰
会賞　陣内　愛／特選　古賀　春
香・野方　理沙／奨励賞４名／秀
作４名／佳作10名

○第62回佐賀県高等学校席書大会／
特選　陣内　愛・塚田　愛梨・古
賀　春香・野崎　千里・山口　亜
祐・光石　夏澄／奨励賞５名／秀
作10名／入選１名

○第22回佐賀県高等学校総合文化祭
書道部門／特選（来年度全国大会
出場）　古賀　春香／特選（来年
度全国大会出場）　野崎　千里／
特選　山口　亜祐／奨励賞　野方
　理沙・辻　千恵・原口ゆり子・
江頭　果奈・夘野木杏奈／秀作５
名／入選　６名
○第５回尚絅大学高校生書道展／尚
絅学園花桜会賞　山口　亜祐／特
選　塚田　愛梨／準特選14名／秀
作６名
○第33回中林梧竹翁顕彰書道展／梧
竹顕彰会賞　神内　愛／ＪＡ佐賀
賞　辻　千恵／特選　江頭　果奈
／奨励賞　成住　美咲・塚田　愛
梨・原口ゆり子／さくら賞２名／
金賞14名

○第35回佐賀県高等学校臨書大会／
特選　古賀　春香・山口　亜祐・
平　由宇・上野　明音・永田　唯
華・江頭　果奈・光石　夏澄・夘
野木杏奈・高井　里佳／奨励賞８
名

○佐賀県書道連盟主催第56回書き初
め書道展／特選　野方　理沙・野
崎　千里／秀作７名／佳作10名
○第16回全日本高等学校書道コン
クール／団体賞　全国優秀校（４
位）／部門最高賞　上野　明音／
準部門最高賞　野崎　千里・原口
ゆり子・山口　亜祐・池上　綾佳
／全日本高等学校書道研究会賞12
名／優秀賞３名
○平成22年度高田保馬博士顕彰記念
書道コンクール／高田保馬博士顕
彰会賞　野方　理沙／金賞　古賀
　春香／銀賞１名／銅賞２名
３．美術部
○国際中高等学生美術公募展／銀賞
　副島　彩花／特選　有瀬　浩美
○第22回佐賀県高等学校総合文化祭
美術・工芸部門／佳作２名
○平成22年度全国地域安全運動ポス
ターコンクール／特選　副島　彩
花
○平成22年度赤い羽根ポスターデザ
イン／入選１名／平成22年度赤い
羽根ポスターデザイン・標語／学
校賞
４．放送部
○第57回ＮＨＫ杯全国高校放送コン
テスト佐賀県大会／奨励賞　出水
明日香
○第34回佐賀県高校放送コンテス
ト、第22回佐賀県高等学校総合文
化祭放送部門／朗読部門　優良賞
　出水明日香／アナウンス部門　
奨励賞　松浦　夏姫
５．その他
○第21回伊藤園おーいお茶新俳句大
賞／佳作特別賞　光野　礼音／団
体応募賞　小城高等学校
○第56回青少年読書感想文コンクー
ル／優良　高井　里佳・神内望那
美

柔道部

書道部
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１０月１６日　銀座アスター　お茶の水賓館　１３０名
　第一部総会は高校３２回の川副先輩
の司会でスタートしました。最初に
高校６回の吉村支部長の挨拶に始ま
り、次に高校１４回の楢崎幹事長の会
務・会計報告、監査報告が行われ、
拍手を持って承認されました。ま
た、高校７回の齊藤副支部長から新
規事業（会報作成）の説明がありま
した。さらに、高校１４回の黒澤副支
部長からはバス旅行企画の紹介があ
りました。
　議事終了のあと、来賓の荒谷小城
高等学校校長、高校１０回の岩松黄城
会会長よりご挨拶を頂戴しました。
荒谷校長からは、先生達の教育環境
の改善を図るため、マニュアル作成
が進められており、最終段階になっ

た説明がありました。岩松会長から
は、青木繁画伯の朝日の絵画が人気
を博しており、各地の美術館から展
示の問い合わせが多数あるお話を頂
戴しました。様々な形で、小城、佐
賀の発展に尽力されている姿が窺え
ました。また、高校１１回の久本中京
支部長からも挨拶を頂戴しました。
　第二部黄城の集い（懇親会）が高
校３８回の古賀、田中の司会でスター
トしました。開宴の挨拶、乾杯のご
挨拶を最長老の旧中４０回の石盛さま
より頂戴しました。大変お元気な様
子で、乾杯の御発声を頂き、和やか
なムードへと移って行きました。
　続いて上京者の紹介があり、本年
度本部総会担当、３７回を代表して鳥
井先輩より挨拶を頂戴しました。続
いて来年度本部総会担当、３８回を代
表して北島実行委員長より、来年に
向けた気持ちを込めた力強い挨拶が
ありました。
　校歌斉唱では旧制中学校の池田先
輩、石盛先輩に斉唱いただきまし
た。ありがとうございました。旧制
女学校の校歌、高校の校歌斉唱へと

最後は大合唱で結びとなりました。
　みなさんのテンションがなかなか
下がらない中、先輩の一声で、応援
団でご活躍された３２回の川副先輩か
らエールを頂戴しました。一段と団
結力が上がったと思われました。来
年から定番となるのでは…期待！
　最後に７回の齊藤副支部長より閉
会のご挨拶を頂き、関東一本締めで
閉会致しました。

（高校３８回　古賀　満弘）

１０月３日　名鉄ニューグランド　３５名
　中京支部・創立１５周年を迎えるこ
とが出来ました。会員皆様の多大な
ご支援のおかげと感謝申し上げま
す。岩松会長・荒谷小城高校長・関
東関西支部の代表、県人会会長・先
輩・後輩の皆さん、３７回・３８回の幹
事の皆さん、総勢３５名の参加、少数
ではありましたが、２倍にも３倍に
も感じる盛り上りだったと思ってい
ます。１５周年記念として名古屋ＣＢ
Ｃのラジオ番組のパーソナリティー
として活躍され、茶の間の人気者と
なり後に国会議員まで経験された
「新間正次」氏を迎え「絆」を題材に
講演依頼しましたが、自画自賛で終
了、しかし放送局内の裏話や、人気
番組の成り立ち等、目新しく感じる
ことが出来ました。名古屋弁を愛
し、名古屋ドラゴンズを愛し、故郷
を愛し続けることは特筆すべきで
す。これからも中京支部が、１歩も
２歩も前進するよう世話人一同努め
たいと願っています。
（高校１１回 中京支部長 久本　哲義）

１０月１７日　ホテルプリムローズ大阪　５０名
　岩松黄城会会長、荒谷校長先生、
吉村関東支部長、久本中京支部長を
来賓としてお迎えし、３７回３８回卒の
本部総会実行委員の方にもご参加頂
き、楽しく賑やかな支部総会となり
ました。

　１部総会では木崎支部長挨拶に続
き、会長、校長先生にご祝辞を頂戴
し、事務局より会計と支部活動の報
告がありました。
　第２部は、現在の地元佐賀の様子
が撮影されたＤＶＤ視聴会と景品付
き故郷クイズで大いに盛り上がりま
した。
　第３部は、懐かしい故郷の味が並
ぶ物品販売やビンゴ大会があり、
あっという間の４時間でした。高校
生時代には接する機会を持てなかっ
た先輩方にも、当時の学校や地元の
興味深いエピソード等を聞かせて頂
き、とても有意義な時間を過ごせま
した。
　貴重な経験とご縁を授かり、本当
に感謝しております。

（高校３７回　川中　佳子）

１０月２４日　リーガロイヤルホテル小倉　１８名
　年々と出席者が減少していること
から、参加者の増加を図るために、
総会の案内も約１００名に拡大し、開
催方法についても日曜日の昼間に開
催することといたしました。

　また、総会資料にふるさとの写真
を掲載したり、関門・北九州支部の
ブログを立ち上げるなど、参加者増
加のための情報発信を行いました。
　支部総会当日は、野中支部長の挨
拶に続き、岩松会長、荒谷校長先生
から母校やふるさとの紹介があり、
皆さん懐かしく聞き入っていまし
た。支部員、来賓あわせて総勢１８名
とこじんまりとした会でありました
が、皆さん久しぶりの再会に和気あ
いあいと歓談をされ、２時間があっ

支部総会報告 2010年度
関東支部

関西支部

中京支部

関門・北九州支部
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という間に過ぎ、最後は全員の校歌
斉唱で締めくくりました。
　来年は中島先輩（旧中４３回）が尺
八を披露される予定です。関門・北
九州支部の皆さまは是非ご参加下さ
い。　　　（高校３５回　宝蔵寺和夫）

１０月９日　福岡国際ホール　１３０名
　昨年１０月、福岡支部総会は盛況を
もって無事終える事ができました。
これも諸先輩方および同級の面々の
多大なるご援助があったからだと大
変感謝いたしております。
　しかしながら、昨今の経済状況は
悪化の一途をたどり、明るい兆しも
ほぼ見えない不安定な状況です。
　今回の黄城会で強く私が思うこと
は、「卒業生の皆様がこの会を利用
しネットワークを広げ、もっともっ
と交流を深めることによって、力を
合わせてこの難局を突破すること」
が、これからの黄城会に求められて
いるのではないかという事です。
　幹事会や役員会のあり方、過去の
会運営事例や慣習を今一度見直し、
時代に合った「黄城会」への、改革
移行を今こそ推し進めるべきではな
いでしょうか。

（高校３７回　坂田建志郎）

２月６日　唐津シティホテル　４４名
　本部より岩松会長、母校より荒谷
校長先生、佐賀支部、福岡支部の役
員の方も来賓としてお越しいただき
ました。
　総会では、白石支部長の支部活動
の報告と、黄城会本部や各支部の活
動の紹介、最近の学校、生徒たちの
近況をうかがいました。

　次に懇親会では、当支部の田中さ
んによる日本舞踊、江口さんによる
南京玉すだれなどの大道芸を、アト
ラクションとして披露していただき
ました。また特別ゲストとしてお呼
びした多久市在住の中西さん親子
（グループ名　夢楽人　むらびと）に
よるオリジナル曲のミニコンサート
も楽しんでもらいました。
　短い時間でしたが、母校の先輩、
同級生、後輩の方と楽しい時間を共

有することができました。今後と
も、一人でも多くの会員の方の参加
を目指して活動していきます。
（高校２８回 唐津支部事務局長 鮎川　正博）

１１月５日　グランデはがくれ　１７０名
　これまで、高校の同窓会参加の機
会をいつも逃していた私が、平成２２
年度佐賀支部総会では、司会を務め
させていただきました。ほとんどの
参加者は、初めてお会いする先輩
方、また、在学当時の恩師と、人生
の大先輩です。会話を弾ませ、楽し
いお酒を交わし、ゲームや余興を楽
しまれている先輩方の姿を司会席よ
り拝見し、改めて、歴史ある「黄城
会」のパワーを実感した一日でした。
正直、これまで、やや遠い存在で
あった「黄城会」が、卒業後２５年の
今、支部総会、来る５月の総会の準
備に関わることで、とても身近なも
のになりました。久しぶりに佐賀に
戻り、黄城会の準備に専念している
友達の姿を見ることで、「自分も関
わりたい」と自然と考えるようにな
りました。この気持ちは、その空間
や時間を共にし、初めて実感できる
ものだと思います。頻繁に行われて
いる黄城会に向けての打ち合わせで
は、久しぶりに昔話に盛り上がり、
高校時代には話したことのない同級
生とも、自然と仲間になれる、さら
に、支部総会では、大先輩の方々と
も目に見えない心のつながりを実感
させる「黄城会」。今もしっかり卒業
生に受け継がれている理由はここに
あるのかなと思います。このような
機会を与えてくれる「黄城会」に感
謝するとともに、今後、後輩たちも
同じように、この伝統の素晴らしさ
を感じ、その輪がさらに広がってい
くことを願っています。

（高校３８回　小野　康子）

２月１３日　北多久公民館　約１００名
　当日は、前日までの寒波が嘘のよ
うな、また２月の中旬とは思えぬ程
の小春日和の中、本部から岩松会長
様、高校から荒谷校長先生、さらに
は多久支部相談役の横尾多久市長様

のご臨席を賜り、総勢約１００名の参
加を得て、厳粛な中にも和やかな空
気の溢れる第２３回の支部総会となり
ました。
　第２部では、郷土芸能として地元
で活躍中の「佐賀竹聖会」「子楽会」
「華艶会」の皆様方の民謡･謡曲･舞
等々により地域の伝統文化を堪能す
る事が出来ましたし、その後の第３
部懇親の場では、当時の思い出話や
笑い話を振り返りながら、年代･世
代を越えた同窓が近しく、そして親
しく語り合い、今も変わらぬ先輩方
の想いや熱意を後輩が受け継ぐ絶好
の機会となったのではないでしょう
か。
　最後は、来年の当地での再会を誓
い合い、支部総会の閉会を惜しみな
がらの散会となりました。

（高校３７回　梶原　直樹）

８月２５日　グランデはがくれ　８４名
　今回は、８４名という記録的な参加
人員となり、会場も素晴らしい雰囲
気となりました。本部からは岩松会
長、小城高校からは荒谷校長先生、
佐賀支部からは、安藤、梶原様両副
支部長、そして県議会からは伊東議
員、藤木議員にご参加いただき賑や
かな総会となりました。また女性職
員１３名もの参加がなされましたし、
さらには、今年４月に入庁したばか
りの新採職員も駆けつけてくれ、県
庁支部の揺るぎない未来を感じまし

た。これからも楽しい交流、そして
教育委員会を含めた黄城会の県職員
の輪が大きく広がっていけばいい
なぁーとじわっと幸せな気持ちにな
りました。さて、恐縮ですがＰＲで
す。佐賀県では、『ふるさと納税』に
よりまして、県立学校を指定した教
育支援もできます。（県ＨＰ参照。）
　母校と黄城会の発展を祈念しま
す。
（高校２４回 県庁支部長 馬場　光彦）

福岡支部

唐津支部

佐賀支部

多久支部

県庁支部
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祝　卒業５０周年を祝う

黄城会総会と全国同窓会の準備
　昨年の黄城会総会の後、翌年の卒業５０
周年のステージ登壇と全国同窓会をどう
進めるか―と、地元の有志で話し合いま
した。毎月第１金曜日、小城町の居酒屋
で開いていた会合を活用しました。同窓
会の実行委員長に黄城会常任理事の谷口
征一君（小城町）、事務局長に川口嘉教君
（北多久町）をお願いし作業を進めまし
た。議論が分かれたのが同窓会の日時。
５月３日の総会前か、総会の夜にするか
で侃々諤々。「朝の早い総会に揃って参
加、ステージに登壇する」と「同窓会は
夜遅くまで、ゆったり気分でやりたい」
の両論でした。参加者調査を兼ね、希望
日時を全員に聞きましたが、「当日の夜
に」が多く、決着しました。年明けの３
月、未曾有の東日本大震災が列島を襲
い、一帯は壊滅状態で、放射能汚染も発
生、エネルギー政策見直しが検討される
事態になりました。震災の影響で参加を
見合わせる人もあり、１００人前後の目標
が８割程度の達成率でした。
黄城会総会
　３日の総会当日は、午前８時に地元有
志が黄城教育会館前に集合、荷物の取り
まとめや会場への案内をしました。私た
ち卒業５０周年の席は、ステージの前に設
営されていましたが初めて参加する人も
多く、真剣な面持ちでした。
黄城の集い
　次いで黄城の集い。物故者の追悼、各
支部出席者の紹介、代表者挨拶がありま
した。恩師紹介では、小城高野球部の監
督を務め、初めて“甲子園”の土を踏ま
せた高校１３回卒業の宮
島光年君（厳木町）も登
場、総会実行委員から花
束を贈られました。「卒
業５０周年を祝う」では、
小城高吹奏楽部の演奏
に合わせ、旧制中学校の
校旗を捧げる貝通丸明
君（東京・多摩市）、旧
制高等女学校の校旗を
持つ宇高郁子さん（小城
町）、新制高校の校旗を
掲げる鍵山征司君（神戸

市）など９人を先頭に、合わせて８０余人
がステージに上りました。、黄城会の岩
松会長から大賀文博君（埼玉・所沢市）
へ、お祝いの言葉と金一封が贈られ、会
場からも温かい拍手が寄せられました。
大賀君が一同を代表して「私たちの高校
時代は、就職列車が走るなど、高度経済
成長の幕開けの時期でした。志を持って
進学したり、社会人のスタートを切った
友も多くいました。卒業して５０年、現役
を離れた人も多いですが、社会と関わり
を持つ生き方をしていきたいと思いま
す。今日頂いた皆様の温かいお気持ちは
忘れません」とお礼を述べました。
まんじゅう会
　伝統のまんじゅう会が今年は貸し切り
で楽しめました。卒業５０年を迎えた者の
特権といえましょう。黄城教育会館に用
意された会場では、親しい者同士でテー
ブルを囲み、弁当を広げて話が弾みまし
た。来年の実行委員を務める高校３９回卒
の皆さんが、ビールの栓を景気よく抜
き、まんじゅうを各人に用意してくれま
した。ゆったりした会場で、かゆい所に
手が届くような世話を受け、「黄城会の
一員でよかった」をしみじみ感じたひと
時でした。
全国同窓会
　午後２時半、バス２台で全国同窓会の
会場となっている大和町の龍登園へ。記
念写真の撮影も済ませ午後５時半、８１人
が参加して同窓会がスタート。司会は小
路英毅君（東多久町）と山田哲子さん
（小城町）。５１人の物故者と東日本大震災
の犠牲者に黙祷を捧げ、冥福を祈りまし

た。次いで評議員の中尾久司（小城町）
が「私たちがお金を使うことで地域経済
の活性化を図りましょう。平成２２年の黄
城会会費納入者は、前年より９人増えま
した」と開会の挨拶。遠来者を代表して
鍵山君が「楽しく参加できるのは、世話
をしてくれた方々のお陰です。感謝しま
す」などと述べました。この後、小川直
江さん（鹿島市）の音頭で乾杯、歓談に
移りました。ステージでは滝静子さん
（北多久町）が日本舞踊を披露、盛大な喝
采を受けました。歓談の合間を縫って、
評議員の山田さんが黄城会の会費納入を
呼び掛けましたが、なんと２４人（１年会
費２千円２１人、５年会費１万円３人）も
の人が応じてくれました。
　２次会はカラオケと歓談の２コース。
カラオケは１時間半の貸し切りで３０人前
後が詰めかけ、歌に合わせて踊りも飛び
出すなど、青春時代を取り戻したかのよ
うな盛り上がりでした。歓談派には飲み
物、おつまみが用意された１部屋が提供
されました。１０人前後の人が交替で集ま
り午前零時過ぎまで話に花が咲きまし
た。眠いのも忘れ、目を輝かせての“青
春回帰”でした。
佐賀市内観光
　５月４日の市内観光には２７人（男１４人、
女１３人）が参加。まず佐賀城本丸歴史館
を見学しました。同館から歩いて５～６
分足らずの県立美術館では、本県出身で
風の画家として知られる中島潔氏の作品
展が開催されていました。圧倒されたの
は京都の寺に奉納したという襖絵でし
た。昼食の後、散会しました。

“青春回帰”で心豊かな時間　 新高1３回生　中尾　久司
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からの 一言後 輩

　私はＡＯ入試で九州大学理学部数
学科に合格しました。
　この結果は小城高校での経験が活
き、私の周囲の方々のサポートが
あって初めてもたらされたものだと
思います。
　私は小城高校での３年間、全く部

活動に加入しておりませんでした。
だから部活動をしていない分、勉強
は勿論のことそれ以外で頑張れるこ
とはないかと考えました。それで私
は生徒会や体育祭の応援団に参加し
ました。そこでは協力することの尊
さや信頼をうることの難しさを体で
学びました。これらの経験はその後
の学校生活をより豊かなものとして
くれたと思います。
　３年間を通して私が頑張ったこと
は数学です。受験の為としても努力
しましたが、特に力を入れたのはそ
の先を見据えた内容についてです。
高校２年生のときのオンリーワン研
究では、数学の『オイラーの式』と

呼ばれる式の証明について研究し、
数学の持つ高尚さや美しさを改めて
実感しました。
　担任の山崎先生からＡＯ入試で九
州大学に挑むことを薦められた時は
驚きましたが、山崎先生を中心に先
生方が支援して下さり万全の状態で
自信を持ち入試本番を迎えることが
できました。数学の記述試験、口頭
試問はやはり経験したことがないく
らいに程度が高くただ全力を尽くす
ことだけを考えて過ごしました。
　合格発表の当日、自分の受験番号
を見つけた時は嬉しくて走り回りた
くなりました。
　私は、家族や先生方の支援、友人
の応援があっての九州大学合格だと
思うので、たくさんの人々に多くを
尽くすことのできる大人になろうと
決めました。これから黄城会の一員
として努力する所存ですので、よろ
しくお願いいたします。

感謝を忘れない
北川　仁（九州大学理学部）

　私の高校生活での一番の思い出
は、高校で最も大きな舞台であるイ
ンターハイで、柔道競技において全
国３位に入賞することができ、周り
の全ての人に支えられているという
ことを実感できたことです。
　私は、小学生の頃から体育教員に
なりたいという夢を持っていまし
た。そのためには、スポーツを一生
懸命頑張ると同時に、勉強もするこ
とが必要であり、文武両道を掲げて
ある小城高校を志望しました。
　入学し、私は全国優勝という目標

を立てました。辛いことや、苦しい
こともたくさんありましたが、ここ
までがんばってこれたのは、厳しく
指導してくださった、寺戸先生と
原田先生・共に頑張ってきた仲間・
試合前応援してくださったり、試
合後一緒に喜んでくださった先生
方や友達みんなのおかげです。
　大学では、柔道競技において更
に上を目指すとともに、将来の夢
である体育教員になりたいと思
い、広島大学教育学部を受験する
ことに決めました。受験の際も、

たくさんの先生方が指導や応援をし
てくださり合格することができまし
た。
　大学でも、これまで支えてくだ
さった先生方や友達への感謝の気持
ちを忘れずに、一生懸命頑張りたい
と思います。
　また、黄城会の一員としてがんば
りたいと思いますので、よろしくお
願いします。

夢に向かって
坂井　友美（広島大学教育学部）



投稿クラス会
便り トピックス

掲載希望の方は
事務局まで
2012年４月締切

投稿

投稿

１２

　先の大戦で戦死又は抑留中に他界された軍人軍属及び空襲などの戦災により命を落とされた民間人で、旧制中学、
高女の在校生と卒業生の消息を知りたいと思っていたところ、会報（３９）の記事「南海の空に散った森中尉」（旧中
【４０】　野田直行）を読んで、会員名簿にも物故者として記載されているものの残念ながらその情報は極めて少ない。
森中尉は海軍予備学生１３期で同期には作家の故島尾敏雄（魚雷艇震洋特攻隊）がいる。昭和１８年１０月の入隊で戦死
比率の最も高かった年代で、私が海軍に入ったのがちょうど１年後の１９年９月、その間の戦況の悪化は雲泥の差で、
入隊直前まで長崎にいながら軍隊に疎開したようなもので原爆の惨禍を免れたのは皮肉なことであった。会報に投
稿された記事と私の乏しい資料から犠牲者を挙げてみると次の方々になるが、実数は１００名を下らないのではないか
と推量する。事務局はじめ会員諸兄姉の投稿を切望する。【数字】は卒業回、年号はすべて昭和。
【１３】浜野　軍一　（七島）那覇方面根拠地隊司令部附　２０年６月１３日　海軍少将
【１５】白浜　政七　（江頭）第１７駆逐隊司令　ビアク島水域　１９年６月８日海軍少将
【３０】森永　正彦　牛津町出身　年月日不詳　ビルマ　（会報２５号　溝口敏夫氏の手記）
【３３】犬山　良雄　年月日、場所共に不明　前記溝口氏の手記によると久留米４８聯隊で「ワサンも到頭来たナイ」

と言われたと言う。
【３４】福島　義治　年月日不明。レイテ沖海戦で。
【３４】小柳　喜美　年月日、場所不明　海軍軍医
【３５】早川　　治　２０年２月９日、台湾海峡で、船舶工兵第一聠隊。陸軍兵長。輸送船の海没。私の実兄の妻の弟

で、熊本市在住の高女【２３】日元あき子は実妹。
【３６】永渕　佐七　年月日不詳。ニューギニア。
【３６】本庄　秀夫　同上　サイパン島
【３６】西村　慶文　同上　ビルマ
【３７】城島　重一　年月日不明。済南陸軍病院。牛津小同級の城島ケイさんの兄。
【３８】森　　忠司　２０年４月６日、神風神雷部隊、第３建武隊々長として零戦爆装１９機を率い鹿屋基地を発進、喜

界島１９０°、７６浬の洋上で機動部隊に突入。
【４０】永富　英夫　１９年台湾沖航空戦。一飛曹（一等飛行兵曹の略）
【４２】南里　　勇　２０年６月３日、神風第４正統隊（９９艦爆）、第２国分基地を発進、沖縄海域の艦船に突入。
【４２】堀　　五郎　２０年１月。サイゴン上空で哨戒任務中、グラマン戦闘機により。
　南里、堀両名共、甲飛（甲種飛行予科練習生の略　当時旧中３年程度の学力で受験出来た。）１２期。会報３３号の川
副武男（４２）氏の記事から。
　森忠司、南里勇両名は特攻隊員の記録が公にされているが、その他については不明な点が多く、諸兄姉の協力をお
願いします。

戦没者鎮魂
旧中４０回卒　石盛　要

　平成２２年１０月５日に、同級生大池
幸雄君が７６歳の生涯を閉じました。
そして御家庭で静かに見送られて
いました。
　桜岡小学校、小城中学校、小城高
等学校を経て東大法学部を卒業し、
九電に定年まで勤務していました。
　１６０センチメートルに届かない体

は俊敏で、猿と仇名されていまし
た。小城郡小学校対抗体育大会で
は走り高跳びで優勝しました。野
球は中学１年からショートストッ
プのレギュラー選手でした。相撲
も大きい人に負けない巧さがあり
ました。勿論学業もトップの成績
でした。ただ、秀才らしくない秀才

でした。仕事でも情の人で、ヒトに
頼られると断われない人でした。
酒も強くはないのに断われない人
でした。酔うと『母さんは夜鍋をし
て手袋編んでくれた』と、泣きそう
な顔をして大声で歌っていました。
　いまも私達の間では、異彩を放つ
星です。

挽歌　大池幸雄君を送る
高校５回卒　小寺　稔
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おことわり
多数の原稿をいただきましたが紙面の都合上掲載できませんでした。申し訳ございませんでした。来年以降は紙面を増や
しより多くの原稿を掲載できるように考えておりますのでよろしくお願いいたします。（編集部）
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鶴丸　達吉優勝
木下　和博準優勝
小山　　晃３位
西村　英敏４位
北島　　等５位

優勝　鶴丸 逹吉 氏！！
　毎年恒例の第８回黄城会ゴルフコンペ（佐賀支部主
催）が５月１５日（日）大和不動カントリークラブに於
いて開催されました。総勢４５名の参加があり鶴丸達
吉氏の優勝で幕を閉じ無事終了することができまし
た。また参加者から東日本大震災への義援金を寄せ
られましたので贈らせていただきました。
　なお上位入賞者の方々は次の通りとなっておりま
す。開催にあたって準備等ご尽力いただいた方々誠
にありがとうございました。

東島　裕治６位
木村　信文７位
池田　俊一８位
中島　信哉９位
中山　健二１０位

第８回ゴルフコンペ

　この度の東日本大震災で被災された皆様に心よりお見舞い申
し上げます。
　被災された方に、黄城会として少しでも支援をするため５月３
日の黄城会総会において平成２３年度本会計より義援金を贈るこ
とに議決されました。
　また当日会場で、本年度総会実行委員高校３８回生と副実行委員
高校３９回生の募金活動に多くの参加者より義援金が寄せられま
した。
　２つの義援金は、岩松要輔会長と七田義孝副会長によって５月
１９日に佐賀善意銀行に寄託され、その後日本赤十字社、共同募金
会を通じて全額を被災地に届けられます。
　その他５月１５日佐賀支部主催のゴルフコンペ参加者の義援金
も同様に届けられています。

記
黄城会本会計　　　　　　　　　 １００，０００円（日本赤十字社）
総会参加者一同　　　　　　　 　２３４，０００円（共同募金会）　
佐賀支部ゴルフコンペ参加者一同　１６，０００円　　　　　　　 

東日本大震災義援金

　財団法人黄城教育会館につきましては、平成１９年の新しい法律改正により公益法人か一般法人に移行するか
の選択を迫られていましたが、財団法人の理事会において専門家の意見を参考に様々な検討をした結果一般法
人に移行することに決定致しました。
　今後平成２３年度に移行の申請をして本年度中に認可を受ける予定で手続きを進めています。
　来年度には、それぞれの機会に皆様にご報告させて頂きます。

財団法人黄城教育会館について



１４

黄城会総会を終えて　　　　　　　　　　　　　２０１１年黄城会総会実行委員会
実行委員長　北島　清孝（高校３８回）

　まずは、２０１１年度・創立１１２周年黄
城会総会に御臨席下さった会員の皆
様、いろいろな場面で私達３８期生を
支えて下さった皆様へ、心より感謝
申し上げます。
　多くの皆様のお力添えを頂戴し、
５月３日の総会および饅頭会を盛会
のうちに閉じる事ができました。誠
にありがとうございました。
　今年度のスローガンは「道―未来
へと続く黄城の道・受け継がれる黄
城の心」でした。私達の母校小城高
校は１８９９年に創立されて以来、その
歴史は今年で１１２周年を迎え、現在
もこの学舎では多くの若い生徒の皆
さんが、それぞれの目標に向かって
道を進んでいます。私達も卒業２５年

目にして、新たな気持ちで先輩方か
ら受け継いだ黄城会の伝統を心に刻
み、そして未来へ繋げたいと思い、
このスローガンに決定をいたしまし
た。
　３７期の先輩方には、昨年１月の活
動開始から今回の総会終了まで色々
なご指導を賜りました。また各支部
総会へ出席して多くの諸先輩方のこ
れまでの歩みを拝聴できた事は若輩
である私にとっては大変興味深く、
各支部へ出席するたびに新しい出会
いがあり新しい話が聴ける事は、毎
回私の大きな楽しみでした。先輩諸
氏から伺ったお話は、今後私にとっ
て大きな糧となって行く事と思いま
す。

　私達３８期生の恩師でもあられる岩
松会長が、総会終了後の学年同窓会
の席で「黄城会の目的は、同窓の絆
を強め母校小城高校を支援する事で
す。」とおっしゃいましたが、まさし
く、この饅頭会・総会の当番がある
からこそ、同学年の絆、全国各地に
いらっしゃる先輩・後輩との出会い
の機会を得られたのだと実感してお
ります。当番を経験したおかげで、
自分達が小城高校の卒業生である事
を２５年の歳月を経た今、あらためて
誇りに思っている次第です。
　最後になりましたが高校吹奏楽部
の皆さん、放送部の皆さん、孔子の
里・趙勇さん、青山会の子ども達、
ありがとうございました！

　私は小城高校を卒業してからほと
んど県外に在住していた事もあり、
お恥ずかしい話ですが黄城会総会が
どのようなものか正直あまり知りま
せんでした。
　昨年、佐賀に戻ってきて３９期の仲
間から黄城会総会の事を聞きまし
た。「高校時代大変お世話になった
３８期の先輩の皆様が寝る時間を削っ
て総会の準備をされている。次回は
私達が主体になって運営していかな
ければならない。伝統ある黄城会総
会を私達の代で途切れさせては先輩
方、後輩達にも顔向け出来ない」と。
仲間の顔は真剣そのものでした。仲
間達の真剣な眼差しに私の心は動か
されました。
　小城高校時代の仲間は一生付き合

える仲間です。私が苦しい時にいつ
も救ってくれました。私は大学を卒
業し就職してすぐに、肝臓を患い
３ヶ月間入院しました。今後どうな
るか状況が分からない中、焦りと不
安で心が折れそうでした。それを
救ってくれたのが仲間です。３ヶ月
間毎日のように入れ替わり仲間がお
見舞いに来てくれて私の事を励まし
続けてくれました。その時どんなに
勇気づけられたか、励まされた
か・・・。その時の気持ちは一生忘
れません。
　そんな仲間の為にも微力ですが役
立つなら実行委員長を引き受けよう
と決心しました。私一人では何もで
きませんが私には信頼できる仲間が
います。東日本大震災で世界が一つ

になっているこの今、同級生４００名
が一つになれない訳がないと思いま
す。そのような気持ちでやり遂げた
いです。
　実際、総会で３９期生が全員で壇上
に立たせて頂き、代表で私が挨拶を
させて頂いた後は「心から絶対に次
回の総会を成功させる」と今迄以上
に強く、強く感じていました。又、
饅頭会では先輩方と色々な話をさせ
て頂き、黄城会への愛の大きさに深
い感銘を受けました。これからご迷
惑をお掛けする事が多々あるかと思
いますが、素晴らしい先輩方のご指
導のもと３９期生が心を一つにして、
やり遂げる所存です。今後ともご指
導、ご鞭撻の程よろしくお願い致し
ます。

饅頭会を終えて… ２０１２年黄城会総会実行委員会
実行委員長　香川　弘行（高校３９回）
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　　　平成２３年度黄城会役員一覧

△

会長＝岩松要輔（高10回）

△

副会長＝
七田義孝（高15回）志藤茂子（高16回）
川副春海（高26回）

△

顧問＝内野安成
（校長）宮崎道広（教頭）

△

理事＝石井
倫平（中45回）内野正久（高３回）永池
安彦（高４回）川副富男（高５回）横田
宏（高６回）兵働文雄（高７回）大野雅
央（高８回）真子輝雄（高11回）小柳平

一郎（高12回）谷口征一（高13回）森永
四郎（高14回）梅崎茂弘（高16回）松尾
剛之（高17回）野田和良（高18回）小野
茂（高19回）野田豊秋（高20回）田中丸
晴雄（高21回）坂井一弥（高22回）堤覚
三（高23回）古賀正人（高24回）圓城寺
猛（高25回）横尾俊彦（高27回）井手美
保子（高28回）堤雅彦（高29回）岡正幸

（高30回）安永正（高31回）伊東猛彦（高
32回）水田信（高33回）真崎俊夫（高34
回）松尾直人（高３５回）西岡聖師（高36
回）梶原聖司（高３７回）

△

監事＝梶原千
尋（高５回）金丸盛登（高９回）井手真
喜子（高29回）

△

事務局長＝大野雅央
（高８回）

△
庶務＝山崎史子（高４１回）△

会計＝大場知子（高３７回）

［関東支部］

△

支部長＝吉村久夫（高
６）

△

副支部長＝齊藤正治（高７）
南里幸太郎（高８）黒澤知子（高１２）△

会計監事＝南川政俊（高６）江里
口宗男（高７）

△

幹事長＝楢崎進（高
１４）

△

事務局長兼常任幹事＝川副隆
之（高３２）

△

顧問＝藤永清子（女２７）
江頭清昌（高４）
［中京支部］

△

支部長＝久本哲義（高
１１）

△

副支部長＝庭木利秀（高７）
川島公子（高１１）梅谷雅和（高校１７）△

事務局長＝江里口多美雄（高２１）
［関西支部］

△

支部長＝木崎剛明（高
５）

△

副支部長＝服部登代子（高４）
米田数英（高９）

△

名誉顧問＝黒岩澄
雄（中４１）

△

顧問＝山田正信（高7）△

事務局長兼会計＝内田昇（高１７）△

事務局次長＝古賀和良（高校３１）

中村貴代香（高校３１）

△

会計監査＝米
満正夫（高校９）
［関門・北九州支部］

△

支部長＝野中
栄三（高３）

△

副支部長＝橋間啓人
（高９）

△

事務局＝永山重隆（高１３）

△

幹事＝大石ちづき（高４）諸富通子
（高４）萩野惇子（高６）梶原三千代
（高１９）安達悦子（高２３）山口孝美
（高２９）菊池起久子（高３１）宝蔵寺和
夫（高３５）
［福岡支部］

△

支部長＝武富一三（高
８）

△

副支部長＝池田義實（高８）
養田喜美代（高１４）

△

幹事長＝山口順
蔵（高１８）古賀省吾（高２６）

△

副幹
事長＝堺八千代（高２５）

△

監査＝大塚
朝夫（高３）

△

顧問＝小栁平八郎（高
５）伊東浩平（高６）小川勇紀子
（高４）

［長崎支部］

△

支部長＝中村利夫（中
３７）

△

副支部長＝大場勝彦（高１１）
［佐賀支部］

△

支部長＝山田浅雄（高
２）

△

副支部長＝梶原千尋（高５）
安藤真行（高１５）宮原史枝（高１５）△

幹事長兼事務局長＝江里口勉（高
１６）
［唐津支部］

△

支部長＝白石元秀（高
７）

△

副支部長＝永渕明則（高１６）△

事務局長＝鮎川正博（高２８）
［多久支部］

△

支部長＝古賀栄子（女
２３）

△

副支部長＝尾形節子（高４）
吉浦啓一郎（高１５）牛島和廣（高１７）△

相談役＝横尾俊彦（高２７）

△

幹事長
＝内野正久（高３）

△

事務局長＝古賀
通雄（高２３）
［県庁支部］

△

支部長＝馬場光彦（高
２４）

△

幹事長＝大坪広幸（高２７）

　　　平成２２年４月〜平成２３年３月までの物故者（敬称略）　（回期）氏名［住所］

　　　支部役員一覧

（旧中３０）蘭登［佐賀市］（３１）相島
利郎［横浜市］（３１）橋本孝次［北葛
城郡］（３２）富永俊男［小城市］（３２）
渕野俊郎［小城市］（３２）三浦一郎
［練馬区］（３３）江頭計［大田区］（３３）
光野一［北佐久郡］（３５）執行大樹
［三養基郡］（３５）宮副政義［小城市］
（３６）松尾健次［福岡市］（３７）古賀
與平［藤沢市］（３８）岩永常雪［佐賀
市］（３８）土井敏生［熊本市］（３９）
一ノ瀬章［江戸川区］（４０）石井祐嗣
［小城市］（４０）北島辰馬［多久市］
（４０）小栄敏朗［小城市］（４０）南里
和義［小城市］（４１）原口太一郎［小
城市］（４３）江上孝一［唐津市］（４３）

川副正行［川崎市］（４３）菰原栄［多
久市］（４３）遠江辰己［小城市］（４６）
牟田章［多久市］
（高女９）古賀ウタ［鳥栖市］（１４）
須藤ケサエ［米沢市］（１６）恋塚フミ
［伊万里市］（１８）庄野貞子［佐賀市］
（２１）南里妙子［福岡市］（２５）中島
朝子［北九州市］
（高校１）片桐勝輔［柏市］（１）船
津丸亨［守口市］（１）森茂春［豊明
市］（１）山脇基正［秦野市］（２）
古賀慶信［京都市］（３）古賀堆孔
［多久市］（３）徳廣彦四郎［小城市］
（３）中村勇［長崎市］（３）早田ス
ミエ［鳥栖市］（４）早田健二［鳥栖

市］（５）糸山寛［多久市］（５）今
泉好勝［宗像市］（５）大池幸雄［福
岡市］（５）武富毅（５）藤瀬国光
［諫早市］（８）江口進博［小城市］
（８）陣内英城［相模原市］（８）冬
野多久男［挟山市］（８）西川和子
［小城市］（８）宮原光子［川西市］
（８）吉田ハツエ［佐賀市］（１０）水
田清四郎［小城市］（１２）三根勝［横
浜市］（１２）田久保静子［小城市］
（１４）江里口聰［小城市］（１７）尾形
忠彦［多久市］（１９）馬場輝雄［志木
市］（１９）森岡慶彰［多久市］（２０）
玉浦元陽［多久市］（２１）楠田知葉
［小城市］
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　　　　　　　　　　　　　寄　贈（平成２２年４月～平成２３年３月）
寄附金　高校30回生一同様　２，３００円／高校12回生一同様（卒業50周年）　２０，０００円／佐賀支部主催第７回黄城会

ゴルフコンペより　２０，０００円
図　書　株式会社角川書店様　『竹島御免状』／唐津市近代図書館様『海に魅せられた画家たち「海を想う」』／

小城市教育委員会様『小城の教育と地域社会』／明朗クラブ事務局様　『バレーボール部ＯＢ・ＯＧ会
記録資料集１』／安本和夫様（旧中４３回）『解析幾何学辞典　他３冊』



１６

　６月初め頃、我が家で電気代の節約を
しようと冷蔵庫の上の荷物やテレビなど
を押入れに入れる作業をしたところ、目
に入ってしまった電子ピアノ、空気清浄
機、除湿機がフル稼働中です・・・

（事務局員Y）

事事務務局局通信

編
集
後
記

　今年の黄城会会報「黄城」の編集にご協力頂きましてありがとう御座いました。また来年度も沢山の原稿をお寄せください。同
封の会費のお願いですが、会の財政逼迫の折、納入のほど、切にお願いします。

佐賀県立小城高等学校　黄城会事務局
〒８４５－０００１　佐賀県小城市小城町１７６番地　TEL・FAX（０９５２）７２－７１２８
E-mail：ojyokai@galaxy.ocn.ne.jp　URL：http://www.ojyokai.org/

平成２３年度 支部総会予定日
＊平成２３年度の支部総会開催日をお知らせいたしますので、こぞってご参加下さい。
　（時間、会場等は各支部へお尋ねください）　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話氏名予定日支部名電話氏名予定日支部名

０９５-８２３-０６３７副支部長
大場　勝彦未定長崎０４２-３２４-５８５７幹事長

楢崎　進
  H２３
１０／１５（土）関東

０９０-４９９７-１３７２事務局長
鮎川　正博

  H２４
２／５（日）唐津０７２-８２４-４７４２事務局長

内田　昇
  H２３
１０／１６（日）関西

０９５２-３１-９２３６幹事長
江里口　勉

  H２３
１１／１９（土）佐賀０５２-５０２-８８３１事務局長

江里口多美雄
  H２３
１１／１２（土）中京

０９５２-６６-４３１２事務局長
大坪　広幸未定県庁０９３-７７１-００８１幹事長

永山　重隆未定関門・北九

０９５２-７５-３６２９事務局長
古賀　通雄

  H２４
２／１２（日）多久０９２-５９１-２８４７幹事長

山口　順蔵
  H２３
１０／８（土）福岡

ホームページをリニューアル

　各卒業年次別の回期便りを平成２１年度から会報に同封して
おります。
　昨年は、２０回期ほどの回期の幹事（理事、評議員のみなさ
ま）さんから、回期便りを制作して頂きました。今後も、同
級生の身近な通信を、幹事さんに作って頂き、配布していこ
うと計画しております。制作は大変でしょうが、よろしくお
願い申し上げます。

 回期便り、募集します

 平成２２年度　黄城教育会館育英奨学生
　平成２２年度の黄城教育会館育英奨学生は３学年合
わせて１２名でした。３年生の進学状況は広島大学２
名、大阪大学に１名決まりました。

　数年前から、懸
案となっていた黄
城会のホームペー
ジをリニューアル
しました。
　卒業各年次の
ホーム―ページや
各支部のホーム

ページ等リンクしています。また、ブログの形式
で、日々の連絡事項や会のトピックスなども積極的
に掲載しております。
HPアドレス：http://www.ojyokai.org/

青木繁展
没後100年
̶よみがえる神話と芸術

【京都会場】京都国立近代美術館
　　　　　 平成23年５月27日（金）～７月10日（日）
休館日：月曜日
観覧料［税込］：一般 1,200 円 / 大学生 900 円 / 高校生 500 円
団体（20 名以上）：一般 1,000 円 / 大学生 700 円 / 高校生 300 円
問合せ先：☎075－761－4111 

【東京会場】ブリヂストン美術館
　　　　　 平成23年７月17日（日）～９月４日（日）
休館日：月曜日（ただし、７月18日は開館、７月19日は休館）
観覧料［税込］：一般 1,000 円 / シニア 800 円 /
　　　　　　　　大学・高校生 700 円
団体（15 名以上）：一般 800 円 / シニア 600 円 /
　　　　　　　　大学・高校生 500 円
※シニア＝65 歳以上　問合せ先：☎03－5777－8600

黄城教育会館では黄城会会員の同窓会活動による会館使用について無料でご利用いただいております。
ご利用の場合は事務局までご連絡ください。


